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地球とごみと
二酸化炭素

　

気
候
シ
ス
テ
ム
の
温
暖
化
に
は

疑
う
余
地
が
な
く
、
そ
の
原
因
は

　

％
以
上
の
確
率
で
人
類
の
活
動

９０に
よ
る
も
の
で
す
。（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

第
４
次
評
価
報
告
書
）

　

今
や
地
球
温
暖
化
の
問
題
が
テ

レ
ビ
や
新
聞
で
話
題
に
な
ら
な
い

日
は
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
年
は
、
京
都
議
定
書
で
約
束

し
た
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
が
ス

タ
ー
ト
す
る
年
で
あ
り
、
７
月
に

は
「
環
境
・
気
候
変
動
」
を
主
要

テ
ー
マ
と
す
る
サ
ミ
ッ
ト
が
北
海

道 
洞  
爺  
湖 
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

と
う 
や 

こ

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
、
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
今
回
は
ご
み
の
問
題

か
ら
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
た
。

□
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
（
内
線

１
８
５
）

□
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
仕
組
み

　

地
球
の
気
温
は
、
太
陽
光
が
地
球
に
降

り
注
ぎ
地
球
を
暖
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
太

陽
放
射
）
と
、
地
球
か
ら
宇
宙
へ
放
出
さ

れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
放
出
熱
）
の
バ
ラ
ン

ス
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
こ
の
バ
ラ
ン

ス
を
決
め
て
い
る
の
が
、
大
気
に
含
ま
れ

る
水
蒸
気
や
二
酸
化
炭
素
、
メ
タ
ン
、
フ

ロ
ン
な
ど
の
い
わ
ゆ
る「
温
室
効
果
ガ
ス
」

で
す
。

　

太
陽
光
で
あ
る
太
陽
放
射
は
可
視
光
と

い
わ
れ
、
私
た
ち
の
目
に
見
え
る
光
で

す
。
地
球
か
ら
の
放
出
熱
は
目
に
は
見
え

な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
赤
外
線
）
と
な
り
放

出
さ
れ
ま
す
。
温
室
効
果
ガ
ス
は
、
太
陽

か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
可
視
光
）
を
吸
収

せ
ず
、
地
球
か
ら
の
放
出
熱
で
あ
る
赤
外

線
を
蓄
え
る
と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
ま

す
。

　

今
、
地
球
全
体
の
平
均
気
温
は
約　

度
１５

に
保
た
れ
て
い
ま
す
が
、
温
室
効
果
ガ
ス

が
全
く
無
か
っ
た
と
す
る
と
平
均
気
温
は

マ
イ
ナ
ス　

度
に
低
下
す
る
と
推
測
さ
れ

１８

て
い
ま
す
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
お
か
げ

で
、
私
た
ち
は
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
て
い
る
の
で
す
。

　

し
か
し
近
年
、
産
業
活
動
が
活
発
に
な

る
に
つ
れ
て
石
炭
や
石
油
な
ど
の
化
石
燃

料
の
使
用
が
増
え
二
酸
化
炭
素
、
メ
タ

ン
、
フ
ロ
ン
類
な
ど
が
大
量
に
排
出
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
気
体
の
濃
度
が

高
く
な
り
、
大
気
中
の
熱
吸
収
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
地
球
に
入
る
太
陽
放
射
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
地
球
か
ら
出
る
放
出
熱
と
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
温
室
効
果
が
強
く
な
り

気
温
が
上
昇
し
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
が
地

球
温
暖
化
で
す
。（
右
図
）

　

温
暖
化
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
気
体
に

は
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、 
Ｉ 
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は

�

「
人
間
の
活
動
に
よ
る
影
響
が
も
っ
と
も

提供　宇宙航空研究開発機構

本
来
の
地
球

太
陽
か
ら
の
熱
と
放
射
熱
の
バ
ラ
ン

ス
が
よ
く
適
温
に
保
た
れ
て
い
る
。

温
暖
化
の
進
ん
だ
地
球

温
暖
化
ガ
ス
の
濃
度
が
濃
く
な
り
熱

が
放
出
さ
れ
ず
気
温
が
上
昇
す
る
。
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（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
）で
京
都
議
定
書
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
先
進
諸
国
に
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
削
減
の
数
値
目
標
を
定
め
た
も
の
で
、

平
成
２
年
を
基
準
と
し
て
、
平
成　

年
か

２０

ら　

年
の
期
間
中
に
日
本
は
６�
の
削
減

２４
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
は
８

�
、
ア
メ
リ
カ
は
７�
な
ど
国
ご
と
に
数

値
目
標
が
定
め
ら
れ
、
先
進
国
全
体
で
５

�
の
削
減
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
同
議
定
書
で
は
、
先
進
国
が
途
上

国
に
技
術
・
資
金
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
削
減
で
き
た
場

合
、
削
減
で
き
た
排
出
量
の
一
定
量
を
先

進
国
の
削
減
分
に
充
当
す
る
こ
と
が
で
き

る
「
ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
や
排

出
枠
に
対
す
る
超
過
分
や
不
足
分
を
市
場

で
取
引
す
る
「
排
出
権
取
引
」
な
ど
、
容

易
に
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
方
法
も
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

京
都
議
定
書
に
つ
い
て
は
、
温
室
効
果

ガ
ス
最
大
の
排
出
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
が

国
内
事
情
を
優
先
し
て
い
ま
だ
に
議
定
書

の
批
准
を
拒
否
し
て
い
た
り
、
中
国
・
イ

ン
ド
な
ど
の
途
上
国
は
数
値
目
標
の
義
務

を
免
除
さ
れ
て
い
た
り
す
る
な
ど
の
問
題

点
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
温
暖
化
防

止
に
向
け
た
全
世
界
的
な
取
り
決
め
と
し

て
は
、
今
の
と
こ
ろ
唯
一
の
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

大
き
い
温
室
効
果
ガ
ス
は
二
酸
化
炭
素
で

あ
る
」
と
し
、「
二
酸
化
炭
素
の
増
加
は
主

に
化
石
燃
料
の
使
用
に
よ
る
」
と
指
摘
し

て
い
ま
す
。

□
温
暖
化
の
影
響
と
将
来
予
測

　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
影
響
と
考
え
ら
れ

る
環
境
の
変
化
が
、
既
に
世
界
中
で
表
れ

始
め
て
い
ま
す
。
異
常
高
温
の
発
生
、
強

い
熱
帯
低
気
圧
の
発
生
、
大
雨
の
発
生
頻

度
の
増
加
、
海
面
上
昇
、
動
植
物
の
生
息
・

生
育
状
況
の
変
化
な
ど
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
４
次
評
価
報
告
書
で
は
、

「
こ
の
百
年
間
で
世
界
の
平
均
気
温
は
０
・

７
４
度
上
昇
し
た
」
と
し
て
お
り
、「
化
石

燃
料
に
依
存
し
て
高
い
経
済
成
長
を
実
現

す
る
社
会
を
今
後
も
続
け
れ
ば
、
今
世
紀

末
の
平
均
気
温
は
２
・
４
か
ら
６
・
４
度

上
昇
す
る
」
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
、
動
物
・
植
物
種
の
絶
滅
リ
ス
ク
の

増
加
、
農
産
物
の
生
産
力
減
少
な
ど
を
は

じ
め
、
人
間
の
健
康
や
食
糧
に
も
悪
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
予
測
さ
れ
、「
す
べ
て

の
地
域
で
便
益
の
減
少
か
コ
ス
ト
の
増
加

の
い
ず
れ
か
が
生
じ
る
可
能
性
が
非
常
に

高
い
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
球
全
体
で
温
暖
化
に
歯
止
め
を
か
け

よ
う
と
、
平
成
９
年
京
都
で
開
か
れ
た
第

３
回
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議

□
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み

京
都
議
定
書

気候変動に関する政府間パネル。昭和６３年、国連環境計画（ＵＮＥＰ）と世界気象機関（ＷＭＯ）により設立。地球
温暖化に関する科学的・技術的・社会経済的な評価を行い、得られた知見を広く一般に利用してもらうことを任務と
する。昨年、アル・ゴア元アメリカ副大統領とともにノーベル平和賞を受賞。

※ＩＰＣＣ＝

写真提供：名古屋大学環境学研究科・雪氷圏変動研究室
全国地球温暖化防止活動推進センターホームページより（http://www.jccca.org/）

　左は１９７８年５月３０日に撮影されたヒマラヤ（東
ネパール）のＡＸ０１０氷河の写真です。右は１９９８
年１０月２７日に同じ場所から撮影したヒマラヤ（東
ネパール）のＡＸ０１０氷河の写真です。

　この２０年間で氷河がとけ後退していることが一
目 瞭  然 で分かります。

りょう ぜん

　地球温暖化の影響は確実に表れてきています。

後退するヒマラヤの氷河

□
参
考
文
献　

▽
環
境
省
作
成
「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
４
次

評
価
報
告
書
概
要
（
公
式
版
）」
▽
平
成　

年
版
環
境
・

１９

循
環
型
社
会
白
書　

▽
国
立
環
境
研
究
所
環
境
科
学

解
説
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平
成　

年
度
、
市
の
事
務
・
事
業
活
動

１８

で
排
出
さ
れ
た
温
室
効
果
ガ
ス
は
、
二
酸

市
役
所
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
公
表

□
平
成　

年
度
は
２
万
６
４
４
１

１８

ト
ン
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出

　

平
成　

年
度
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
２

１８

万
６
４
４
１�
を
基
準
年
で
あ
る
平
成　
１６

年
度
の
２
万
６
０
５
６�
と
比
較
す
る
と

３
８
５�
（
１
・
５�
）
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。
増
加
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、

県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

の
開
設
な
ど
対
象
施
設
の
増
加
と
公
用
車

の
燃
料
以
外
の
全
般
的
な
施
設
管
理
に
お

け
る
電
気
・
燃
料
の
使
用
量
増
加
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

目
標
値
の
６�
削
減
を
達
成
す
る
た
め

に
、
今
後
も
一
人
一
人
の
意
識
を
喚
起
し

な
が
ら
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

市
の
温
暖
化
防
止
計
画

□　

年
度
比
１
・
５
％
の
増
加

１６

　

市
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
に
基
づ
き
、
平
成　

年
度
の
市
役
所
の
事
務
・
事
業
活
動
で

１８

排
出
さ
れ
た
温
室
効
果
ガ
ス
の
量
を
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

化
炭
素
換
算
で
２
万
６
４
４
１�
で
し

た
。
こ
れ
は
市
役
所
本
庁
舎
、
出
先
機
関

を
含
む
す
べ
て
の
部
局
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。

　

一
世
帯
当
た
り
の
平
均
的
な
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
を
年
５
・
５�
と
す
る
と
、

市
役
所
で
は
自
ら
の
事
務
・
事
業
活
動
で

約
４
８
０
０
世
帯
分
（
市
の
全
世
帯
数
の

　
�
分
に
相
当
）
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出

２５し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

京
都
議
定
書
に
お
い
て
わ
が
国
は
、
平

成　

年
か
ら　

年
ま
で
の
５
年
間
の
う
ち

２０

２４

に
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
平
成
２

年
の
レ
ベ
ル
か
ら
６�
削
減
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
も
こ
の
考

え
方
を
踏
ま
え
て
、
国
全
体
の
温
暖
化
防

止
に
対
す
る
意
識
を
共
有
す
る
た
め
、
平

成　

年
度
に
策
定
し
た
恵
那
市
地
球
温
暖

１７
化
防
止
実
行
計
画
の
中
で
、
新
市
が
発
足

し
た
平
成　

年
度
を
基
準
に
、
平
成　

年

１６

２２

度
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
６

�
削
減
す
る
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

※１８年度、市の事務・事業活動からはハイドロフルオロカーボン（ＨＦ
Ｃ１３４ａ）パーフルオロカーボン（ＰＦＣ）と六フッ化硫黄（ＳＦ６）は
排出されていません

市役所から排出された温室効果ガスの種類

平成１６年度 平成１８年度 平成２２年度

目標値
２４,４９３�

２６,４４１�
２６,０５６�

（�）

市役所の温室効果ガス排出量と目標値

２０,０００

２７,０００

２５,０００

提供　宇宙航空研究開発機構

二酸化炭素（ＣＯ２）

９６.５％
化石燃料の燃焼、廃
棄物の焼却など

メタン（ＣＨ４）
３.０％
廃棄物の焼却、麻
酔剤の使用など

一酸化二窒素（Ｎ２Ｏ）
０.５％
下水やし尿処理など

廃
棄
物
処
理
施
設
が
６
割
を
占
め
る

5　2008.3.1

　

市
の
事
務
・
事
業
活
動
か
ら
排
出
さ
れ

る
温
室
効
果
ガ
ス
の
原
因
別
の
内
訳
を
右

の
グ
ラ
フ
に
示
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活

動
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
削

減
す
る
た
め
に
は
、
職
員
が
自
ら
取
り
組

め
る
も
の
と
市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

職
員
が
自
ら
行
え
る
も
の
と
し
て
は
、

る
二
酸
化
炭
素
は
１
万
５
６
６
３�
で
、

全
体
の
５
９
・
２�
を
占
め
て
い
ま
す
。

中
で
も
ご
み
の
処
理
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ

る
二
酸
化
炭
素
は
１
万
３
６
０
１�
に
な

り
ま
す
。
従
っ
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
発

生
量
を
削
減
す
る
た
め
に
早
急
に
取
り
組

む
べ
き
こ
と
は
、
施
設
の
効
率
的
な
運
用

を
進
め
る
と
と
も
に
、
処
理
す
る
廃
棄
物

の
量
を
削
減
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
は

市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
な
が
ら
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

□
ご
み
の
処
理
に
１
万
３
６
０
１

ト
ン
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出

庁
舎
な
ど
で
の
電

気
・
燃
料
の
使
用
や

公
用
車
の
燃
料
の
使

用
に
起
因
す
る
も
の

で
、
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の　
�
を
占

２６

め
ま
す
。

　

市
民
、
事
業
者
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
取

り
組
む
も
の
に
区
分

さ
れ
る
の
は
、
浄
化

セ
ン
タ
ー
、
浄
水

場
、
廃
棄
物
処
理
施

設
、
消
防
本
部
で
の

事
業
活
動
に
起
因
す

る
も
の
で
、
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
の　
７４

�
を
占
め
ま
す
。

　当市の平均気温を記録が残る昭和５２年以降で
見ると、５年平均値で３０年間に１.２度の上昇がみ
られます。県庁所在地の岐阜市では、この１００年
間で年間の平均気温が約２度上昇しています。世

界の平均気温はこの１００年間で０.７４度上昇してい
るとされており、単純な比較はできませんが、当
市の温暖化傾向は世界の平均よりも顕著であるか
もしれません。

出典：気象庁

□恵那市でも進行している温暖化

１２

１３

１４

１５

１６

１７

（�）

１８８３ １９００ １９２０ １９４０ １９６０ １９８０ ２０００

岐阜市と恵那市の気温の変化

岐阜市

恵那市

＝各年の平均気温 ＝５年平均値

　

特
に
廃
棄
物
処
理

施
設
か
ら
排
出
さ
れ

排出の要因となる活動の内訳

公用車１.５％

その他０.２％

総排出量
２万６,４４１�

庁舎などでの

電気・燃料の使用

２４.３％

廃棄物処理

施設での

廃棄物処理

５９.２％ 浄化センター
での下水処理

６.４％

浄水場での
浄水処理　

７.４％

消防活動０.９％

職員が
　取り組
　　む事

市民・事業者・職員
が一緒に取り組む事

（ごみ処理５１.４％
し尿処理ほか７.８％）
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排
出
量
は
１
万
８
千
ト
ン

処
理
に　

億
５
千
万
円
を
支
出

１０

　

当
市
で
は
市
域
を
二
分
し
、
旧
市
地
区

で
発
生
す
る
ご
み
は
長
島
町
久
須
見
の

「
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
」
で
、
南
部
５
町
地

区
で
発
生
す
る
ご
み
は
明
智
町
吉
良
見
の

「
恵
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら
」で

処
理
を
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
ご
み
排
出
量
は
１
万
８

18

３
４
８�
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
1
8

2�
の
増
加
（
１
・
０�
増
）
と
な
り
ま

し
た
。
市
民
１
人
１
日
当
た
り
の
ご
み
排

出
量
は
８
８
２�
で
、
前
年
度
よ
り
１
５

�
増
加
し
て
い
ま
す
。　

ち
な
み
に
全
国

平
均
は
１
０
８
６�
（
平
成　

年
版
環
境
・

１９

循
環
型
社
会
白
書
に
よ
る
平
成　

年
度
の

１６

デ
ー
タ
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
市
の
ご
み
事
情

１８

□
ご
み
排
出
量
は
前
年
度
比

１
８
２
ト
ン
の
増

提供　宇宙航空研究開発機構

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
課
題
と
し
て
、
ご
み
の
減
量
に
早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
前
ペ
ー
ジ
で
説
明
し
ま
し
た
。
で
は
実
際
に
市
の
ご
み
事
情
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
平
成　

年
度
の
決
算
か
ら
ご
み
処
理
の
現
状
に
つ
い

１８

て
説
明
し
ま
す
。

18,701

18,506

18,513

18,166

18,348

ごみ排出量の推移（市全体）

１９,０００

１８,７５０

１８,５００

１８,２５０

Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８
１８,０００

（�）

全体南部５町旧市地区区分

７億６,６７２万円３億６,９２１万円３億９,７５１万円可燃ごみ処理

１億６,６１０万円５,７５９万円１億０,８５１万円収集運搬

８,３６７万円４,６５１万円３,７１６万円不燃・資源ごみ処理

３,５７１万円１,３７９万円２,１９２万円最終処分

１０億５,２２０万円４億８,７１０万円５億６,５１０万円合計

平成１８年度ごみ処理経費の内訳

総合計合計不燃ごみ可燃ごみ区分 南部旧市南部旧市南部旧市

１３,９４１４,１０３９,８３８５５２１,２０９３,５５１８,６２９計画収集

１,６２６８１１８１５１７８２０２６３３６１３直接搬入

２,７８１１,１３２１,６４９３５７１,０９７１,６４２集団回収

１８,３４８６,０４６１,２３０２７６５１,４１８５,２８１１０,８８４合計

平成１８年度ごみ排出量 単位（トン）

7　2008.3.1

　

排
出
さ
れ
た
ご
み
の
う
ち
、
市
の
施
設

で
処
理
し
た
の
は
１
万
６
１
４
２�
で
し

た
。
こ
れ
ら
を
適
正
に
処
理
す
る
た
め
に

要
し
た
経
費
は　

億
５
２
２
０
万
円
で
、

１０

１�
の
ご
み
を
処
理
す
る
の
に
平
均
６
万

５
千
円
以
上
か
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
大
き
な
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
要
因

と
し
て
は
、
人
口
５
万
６
千
の
小
さ
な
市

で
２
つ
の
ご
み
処
理
施
設
を
同
時
に
稼
働

さ
せ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
割
高
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
ご
み
処
理
に
係
る
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
は
１
万
３
６
０
１�
で
、
１�
の

ご
み
を
処
理
す
る
の
に
平
均
８
４
３�
�

の
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
ご
み
袋
単
位
に
置
き
換
え
て
み

る
と
、
皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
ご
み
が
１

袋
、
集
積
所
に
出
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
処

理
す
る
の
に
２
８
０
円
の
経
費
が
必
要

で
、
処
理
の
過
程
で
３
・
６�
�
の
二
酸

化
炭
素
が
排
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

□
ご
み
袋
１
つ
３
・
６
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
二

酸
化
炭
素
を
排
出
、
２
８
０
円
の
処
理
費

□恵南クリーンセンターあおぞら（明智町吉良見）

南部５町地区で発生するごみを処理
流動床式ガス化溶融方式
日処理能力　２５�（２４時間）

□エコセンター恵那（長島町久須見）

旧市地区で発生するごみを処理
ごみ固形燃料化・炭化方式
日処理能力　４２�（８時間）

特集に関するご意見をお寄せください。
ご意見は本紙折り込みの「広報直通便」か市ウェブサイトの電子メールをご利用ください。
ウェブサイトＵＲＬ http://www.city.ena.gifu.jp/　� info@city.ena.gifu.jp

ごみ袋一つの処理に出
る二酸化炭素（CO２）
３.６キログラム

ごみ袋一つの処理に
掛かるコスト
２８０円

ごみ袋１つ平均
４.３��で計算
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環
境
に
関
心
を
持
つ
市
民　

人
で
構
成
す
る
市
民
エ
コ
会
議

２７

は
、
市
内
の
製
紙
会
社
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
業
者
と
市
と
協
働

で
毎
月
１
回
第
３
日
曜
日
に
「
日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
市
民
に
よ
る
ご
み
減
量
化
へ
の
新
し
い
取

り
組
み
と
し
て
、
紙
類
や
衣
類
を
は
じ
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
資
源
ご
み
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま

す
。
市
民
エ
コ
会
議
代
表
の
長
谷
川
美
津
恵
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま

し
た
。

□
多
額
な
ご
み
処
理
費

　

日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
、
市
の
環
境
課

の
出
前
講
座
で
し
た
。
ご
み
に
つ
い
て
の
講
座
の
中
で
、
恵
那
市

は
ご
み
処
理
に　

億
円
以
上
掛
か
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し

１０

た
。
多
額
な
ご
み
処
理
費
に
驚
い
た
の
と
同
時
に
、
私
た
ち
市
民

が
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
は
と
て
も
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

□
日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
開
催

　

日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
を
開
催
し
て
み
る
と
、
新
聞
紙
や
雑
誌

類
が
予
想
以
上
に
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
し
た
。
や
は
り
皆
さ
ん
出

す
場
が
無
く
困
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
容
器
と
袋
の
回
収
も
試
み
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
き
れ
い
に
洗
っ

て
、
た
く
さ
ん
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
る
の
に
も
驚
き
ま
し
た
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
、
あ
ら
た

め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
は
今
ま
で
に
５
回
開
催
し
、
延
べ
約
１

５
０
０
人
の
市
民
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
古
着
な

ど
も
回
収
し
て
い
て
、
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
回
収
で
き
な
い
品
目
が
あ
る
、
駐
車
場
を
借
り
て
の

回
収
の
た
め
屋
根
も
無
く
雨
天
時
は
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
な

ど
、
ま
だ
ま
だ
課
題
も
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

□
資
源
を
資
源
と
し
て

　

こ
の
活
動
を
始
め
て
、
自
分
の
身
の
回
り
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

長長長長長長長長長長
谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷
川川川川川川川川川川
美美美美美美美美美美
津津津津津津津津津津
恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵
ささささささささささ
んんんんんんんんんん

長
谷
川
美
津
恵
さ
ん

日日日日日日日日日日
曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜
リリリリリリリリリリ
ササササササササササ
イイイイイイイイイイ
クククククククククク
ルルルルルルルルルル
広広広広広広広広広広
場場場場場場場場場場

日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場

市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民
にににににににににに
よよよよよよよよよよ
るるるるるるるるるる
ごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみ
減減減減減減減減減減
量量量量量量量量量量
化化化化化化化化化化
へへへへへへへへへへ
のののののののののの
取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりり
組組組組組組組組組組
みみみみみみみみみみ

市
民
に
よ
る
ご
み
減
量
化
へ
の
取
り
組
み

イイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタ
ビビビビビビビビビビ
ュュュュュュュュュュ
ーーーーーーーーーー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

9　2008.3.1

品
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
は
そ
の
ま
ま
捨
て
れ
ば
当
然
ご
み
に
な
り
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル

に
回
せ
ば
資
源
と
な
り
ま
す
。
当
た
り
前
の
よ
う
で
す
が
、
ご
み

の
量
は
確
実
に
減
り
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
、
普
段
か
ら
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
気
持
ち

や
リ
サ
イ
ク
ル
の
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
な
ん
で
す
。

□
ご
み
の
発
生
を
防
ぐ

　

気
付
い
た
こ
と
が
も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
の
前
に

ご
み
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

実
は
、
ご
み
の
多
く
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
お
店
か
ら
買
っ
て
き
た

物
か
ら
出
て
い
ま
す
。
商
品
の
包
装
や
ト
レ
ー
な
ど
、
私
た
ち
は

ご
み
も
一
緒
に
買
っ
て
き
て
い
ま
す
。
買
い
物
で
も
、
果
物
な
ら

ト
レ
ー
に
入
っ
て
い
な
い
も
の
を
選
ん
だ
り
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を

持
っ
て
レ
ジ
袋
を
断
っ
た
り
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

□
リ
サ
イ
ク
ル
は
最
終
の
手
段

　

ま
ず
は
使
い
捨
て
製
品
の
使
用
を
避
け
る
な
ど
、
ご
み
の
発
生

を
防
ぐ
こ
と
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）
が
肝
心
で
、
そ
の
次
に
容
器
な
ど

を
そ
の
ま
ま
再
び
利
用
す
る
再
利
用
（
リ
ユ
ー
ス
）、
そ
れ
で
も
使

え
な
い
も
の
を
リ
サ
イ
ク
ル
に
回
し
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

か
ら
と
い
っ
て
安
心
し
て
買
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
ご
み
を

発
生
さ
せ
な
い
こ
と
が
一
番
大
切
で
、
本
当
は
ご
み
の
リ
サ
イ
ク

ル
は
最
終
の
手
段
な
の
で
す
。

□
ご
み
の
少
な
い
恵
那
市
へ

　

市
民
エ
コ
会
議
で
は
、
日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
の
開
催
を
今
後

も
続
け
て
い
き
な
が
ら
、
こ
の
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
へ
の
取

り
組
み
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
は
企
業
も
市
民
も
社
会
全
体
が
、
ご
み
の
発
生
抑
制
に
取

り
組
み
、
ご
み
の
少
な
い
恵
那
市
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

□日曜リサイクル広場のご案内
毎月第３日曜日　午前９時～１１時
３月１６日�　市役所前駐車場
４月２０日�　恵那総合庁舎駐車場
※４月からは回収場所が恵那総合庁舎に変わります
回収品目は本紙２００７年１０月１日号１３㌻をご覧ください
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行財政改革

　

恵
那
市
行
財
政
改
革
大
綱

で
は
、
平
成　

年
度
と　

年

１８

１９

度
の
２
年
間
を
集
中
改
革
期

間
と
位
置
付
け
、
精
力
的
に

改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

今
回
、
集
中
改
革
期
間
後

の
後
期
３
年
間
を
改
革
の
仕

上
げ
と
し
て
、
行
財
政
改
革

大
綱
に
示
し
た
目
指
す
べ
き

姿
に
よ
り
近
づ
け
る
た
め
、

行
動
計
画
を
見
直
し
ま
す
。

特
に
「
大
規
模
公
共
施
設
の

適
正
な
あ
り
方
の
検
討
」や
、

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
具

体
的
に
進
め
る
た
め
の
新
し

い
改
革
項
目
」
の
追
加
な
ど

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
を
推
進
す
る

こ
と
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

関
連
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
す
。
今
回
の
行
動
計
画
の

見
直
し
案
や
、
現
在
進
め
て

い
る
行
財
政
改
革
な
ど
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ　

企
画
課

（
内
線
３
３
２
）　

　

現
在
市
内
に
２
カ
所
あ
る
廃
棄
物
処

理
施
設
の
、
適
正
運
用
や
適
正
配
置
な

ど
に
つ
い
て
、
今
後
、
調
査
研
究
を
進

め
る
も
の
で
す
。（
ご
み
事
情
の
詳
細

は
本
紙
６�
を
参
照
く
だ
さ
い
）

　

現
在
市
内
に
２
カ
所
あ
る
し
尿
処
理

施
設
の
、
適
正
運
用
や
適
正
配
置
な
ど

に
つ
い
て
、
今
後
、
調
査
研
究
を
進
め

る
も
の
で
す
。

　

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
認
定

（
平
成　

年　

月「
恵
那
市
食
育
推
進
給

１９

１１

食
特
区
」
小
規
模
保
育
園
で
は
難
し

か
っ
た
給
食
へ
の
地
元
農
産
品
の
導
入

な
ど
に
よ
り
、
食
育
に
役
立
て
る
目

的
）
に
よ
り
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か

ら
保
育
園
へ
の
配
食
計
画
を
、
運
営
経

費
の
効
率
化
も
合
わ
せ
て
検
討
す
る
も

の
で
す
。

行財政改革見直しにご意見を
ごみ・し尿処理施設などを適正化

大
規
模
公
共
施
設
の
適
正

な
あ
り
方
の
検
討

□
廃
棄
物
処
理
施
設
の
適
正
化
の

調
査
研
究

□
し
尿
処
理
施
設
の
適
正
化
の
調

査
研
究

□
保
育
園
へ
の
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
配
食

藤花苑

▽年間費用１億１,１９１万円

▽年間処理量　１２,８３６�
（処理能力３５��／日）

恵南衛生センター

▽年間費用７,９６３万円

▽年間処理量　９,８５７�
（処理能力３５��／日）

エコセンター恵那

▽年間費用３億９,７５１万円

▽年間処理量　９,１４８�
（日処理能力４２�／８時間）

恵南クリーンセンターあおぞら

▽年間費用３億６,９２１万円

▽年間処理量　４,８５３�
（日処理能力２５�／２４時間）
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　行財政改革大綱・行財政改革行動計画・恵那
市の経営（平成１８年度の結果報告書）など、
これまでの行財政改革についての資料は、市の
ホームページや、市役所・各振興事務所・恵那
市中央図書館の情報提供コーナーで閲覧できま
す。

□これまでの主な活動状況

△

アンケートによる来庁者満足度＝平成１８年
度８９.９�、平成１９年度８９.４�（目標平成１９年
度５０�）

△

普通会計職員数＝平成１８年度末６６６人（目
標平成１８年度末７０８人）

△

指定管理者制度による施設運営＝平成１８年
度８６施設（目標平成１８年度８４施設）

△

リサイクルセンターの統廃合

△

交通災害共済の廃止

△

選挙投票区の見直し

△

ごみ収集車の集中管理によるコスト縮減

△

企業会計方式を導入したバランスシートの作

成

△

ごみ袋料金の統一

△

ごみの収集方法の統一

△

上下水道料金の統一

□行革による削減効果額

△

平成１８年度実績＝４億２千４百万円

△

平成１９年度見込＝９億７千２百万円

　

保
護
者
の
就
労
に
関
係
な
く
、
小
学

校
就
学
前
の
子
ど
も
の
教
育
や
保
育
を

一
体
的
に
行
う
こ
と
の
で
き
る
認
定
こ

ど
も
園
化
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
る

も
の
で
す
。

①
市
内
公
立
幼
稚
園　

３
園

②
市
内
公
立
保
育
園　
　

園
１４

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
の
策
定
を

受
け
て
、
協
働
事
業
の
実
態
や
手
法
な

ど
を
ま
と
め
た
手
引
書
や
事
例
集
な
ど

を
作
成
し
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
市
民

活
動
情
報
サ
イ
ト
を
構
築
し
て
、
市
民

活
動
の
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　

地
域
自
治
区
で
展
開
さ
れ
て
い
る
ま

ち
づ
く
り
活
動
や
、
ま
ち
づ
く
り
市
民

活
動
助
成
制
度
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活

動
の
発
表
会
を
行
い
、
地
域
や
活
動
団

体
の
情
報
交
換
を
図
る
も
の
で
す
。

□
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
の
開
催

　

ま
ち
づ
く
り
を
学
び
生
か
す
こ
と
を

目
的
に
、
出
前
講
座
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
研
修
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
研
修
・

地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
な
ど
を
開
催
す
る

も
の
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
基
金
に
よ
る
市
民
活
動

助
成
制
度
を
、
目
的
型
の
市
民
提
案
活

動
支
援
と
し
て
位
置
付
け
、
地
域
づ
く

り
基
金
事
業
と
の
差
別
化
を
図
る
と
と

も
に
、
活
動
内
容
を
公
益

性
の
観
点
か
ら
評
価
し
て

い
く
も
の
で
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
を

利
用
し
た
行
政
放
送
番
組

（「
え
な
っ
コ
」
チ
ャ
ン
ネ

ル
）の
内
容
を
充
実
さ
せ
、

さ
ら
な
る
質
の
向
上
を
目

指
す
も
の
で
す
。

□
幼
稚
園
と
保
育
園
の 
認 
定
こ
ど

※

も
園
化
の
検
討

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
具

体
的
に
進
め
る
た
め
に

□
ま
ち
づ
く
り
情
報
の
交
換
会
の

開
催

□
協
働
事
業
の
手
引
書
と
事
例
集

の
作
成

□
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

を
利
用
し
た
行
政
放

送
番
組
の
充
実

行財政改革のこれまでの活動状

況と成果

□
市
民
活
動
助
成
制
度
の
運
用
の

見
直
し

□
市
民
活
動
情
報
サ
イ
ト
の
構
築

と
運
用

※認定こども園＝幼稚園と保育園の良いところを生かしながら、それぞれの施設に関係なく、就学前の教育や保育のニーズに対応するた
め、知事の認定により設置できる新たな制度。例えば、保育園に幼稚園と同じ幼児教育を取り入れ、保護者の就業など
に関係なく受け入れることができるようにするもの。また、幼稚園には保育園と同じ保育環境を取り入れるもの。

□
ご
意
見
提
出
方
法

　

今
回
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
行
財
政
改
革
行
動
計
画
の

見
直
し
や
、
現
在
進
め
て
い
る
行
財
政
改
革
に
関
す
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
お
寄

せ
下
さ
い
。

　

提
出
の
方
法
は
、
本
紙
折
り
込
み
の
「
広
報
直
通
便
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
通
常
の
広
報
直
行
便
と
区
別
す

る
た
め
、【
行
革
意
見
】
な
ど
の
見
出
し
を
記
入
し 
投  
函 

と
う 
か
ん

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ご

意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ご
意
見
の
提
出
期
限
は
、
３
月　

日�
必
着
で
お
願

２８

い
し
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
行
動
計

画
の
見
直
し
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

企
画
課�
２
６
―
２
１
１
１
（
内
線

３
３
２
）


